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科学研究費補助金（学術研究助成基金助成金）が
交付された研究を紹介します。 研究

レポート

研
究
課
題

「
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
域
連
携
パ
ス
の
開
発
と
体
系
化
」
　

（
２
０
２
２
年
度
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
　
基
盤
研
究
（
C
）に
採
択
）

　
２
０
２
０
年
初
頭
に
日
本
で
も
大
き
く

拡
大
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
外
出
自
粛
が

度
々
求
め
ら
れ
、
観
光
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
、
東
京
か
ら
富
士
山

を
経
由
し
て
、
京
都
・
大
阪
を
巡
っ
た
後
、

関
西
国
際
空
港
か
ら
帰
国
す
る
「
ゴ
ー
ル

デ
ン
ル
ー
ト
」
が
訪
日
外
国
人
の
定
番
観
光

ル
ー
ト
で
し
た
が
、
政
府
や
各
地
方
自
治
体

は
、
地
方
へ
の
訪
問
を
促
し
、
訪
日
外
国
人

の
消
費
を
地
方
へ
広
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

各
地
域
は
選
ば
れ
る
地
域
と
な
る
べ
く
、
情

報
発
信
や
受
入
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
鉄
道
事
業
者
、
観
光
事
業
者
、

行
政
な
ど
の
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

間
で
、
利
害
が
一
致
せ
ず
協
働
が
進
ま
な
い

状
況
を
筆
者
は
度
々
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
問
題
を
改
善
す
る
に
は
、
地

域
活
性
化
と
い
う
共
通
の
目
標
に
向
け
て
、

観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
協
働
を
促
す
仕
組
み
と
し

て
「
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
域
連
携

パ
ス
」
の
開
発
と
体
系
化
が
必
要
と
認
識
す

る
に
至
っ
た
こ
と
が
、
本
研
究
の
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
研
究
で
は
、
ま
ず
、
財
務
分
析
と
、
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
・
バ
ラ
ン
ス
ト
・
ス
コ
ア
カ
ー

ド
（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
）
を
基
盤
と
し
た
経
営
戦
略
分

析
と
を
統
合
し
た
事
業
評
価
指
標
を
体
系
化

し
ま
す
。
そ
し
て
、
事
業
評
価
指
標
を
「
見

え
る
化
」
し
、
行
政
、
地
域
の
民
間
観
光
事

業
者
、
地
域
住
民
、
市
民
団
体
な
ど
の
地
域

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
間
で
、
結
果
の
議

論
・
共
有
を
導
き
、
継
続
的
な
事
業
改
善
を

促
進
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

は
、
行
政
ま
た
は
民
間
観
光
事
業
者
が
単
独

ま
た
は
協
働
し
て
観
光
資
源
を
創
出
ま
た
は

活
用
す
る
た
め
に
、
金
銭
を
投
じ
て
実
施
す

る
事
業
活
動
を
指
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
鉄

道
事
業
者
が
路
線
や
沿
線
地
域
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
観
光
列
車
を
運
行
す
る
場
合
で

は
、
こ
の
観
光
列
車
の
運
行
を
観
光
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
み
な
し
て
、
費
用
と
効
果
を

測
定
し
て
、
そ
の
結
果
を
地
域
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
間
で
共
有
し
ま
す
。
そ
の
こ
と

に
よ
り
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
、
観
光
列
車
の

運
行
時
に
、
沿
線
住
民
に
よ
る
出
迎
え
や
見

送
り
、
沿
線
で
の
魅
力
的
な
店
舗
づ
く
り
な

ど
の
地
域
の
協
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
観
光
列
車
を
は
じ
め
と
す
る
観

光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
価
値
向
上
と
と
も

に
、
将
来
的
に
は
地
域
戦
略
策
定
の
枠
組
み

の
構
築
に
ま
で
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て

研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

社会学部
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江
戸
川
大
学
紀
要
　
第
32
号

3
月
15
日
に
「
江
戸
川
大
学
紀
要
第
32
号
」
が

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
に
は
34
本
の
論
文
・
原

稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る
警
戒
が
必
要
な
状
況
に
も
関

わ
ら
ず
、
本
学
教
員
の
研
究
活
動
水
準
が
低
下
し

て
い
な
い
証
し
と
も
言
え
ま
す
。
多
様
な
専
門
領

域
の
研
究
成
果
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
号
よ
り
掲
載
原
稿
の
種
別
を
見
直

し
ま
し
た
。
従
来
の
論
文
、研
究
ノ
ー
ト
に
加
え
、

論
説
、
資
料
紹
介
、
学
術
翻
訳
、
学
会
参
加
報

告
の
種
別
を
設
け
ま
し
た
。
研
究
成
果
発
表
の
裾

野
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

情
報
教
育
研
究
所
紀
要 Inform

atio

　
第
19
号

２
０
２
１
年
度
に
行
わ
れ
た
2
回
の
研
究
会

「『
情
報
Ⅰ
』
実
施
に
向
け
て
、
ど
ん
な
準
備
を
す

る
？
　
入
試
に
つ
い
て
の
準
備
は
必
要
？
」「
教
師

教
育
に
お
け
る
探
究
活
動
の
教
材
開
発
と
高
大
連

携
」、
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
時
代
の
新
し
い
学
校
~
ど
う
せ
あ
る
な
ら
使
い

倒
そ
う
よ
~
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
研
究
発
表
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
情
報
教
育
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
は
学
士
力
と
し

て
の
問
題
解
決
力
の
育
成
を
目
指
し
て
、
情
報
モ

ラ
ル
・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な

ど
に
関
す
る
指
導
法
及
び
教
材
開
発
を
行
っ
て
お

り
、そ
れ
ら
の
研
究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
川
大
学
国
立
公
園
研
究
所
年
次
報
告

N
P

FO
RU

M

第
6
号

２
０
２
２
年
は
、
世
界
初
の
国
立
公
園
が
ア
メ
リ

カ
で
誕
生
し
１
５
０
年
に
あ
た
る
年
で
す
。
現
在
で

も
、
昨
年
の
Ｇ
７
首
脳
会
合
で
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
各
国
の
陸
と
海
の
適
切
な
保
護
の
網
を
各
30
％

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
首
脳
間
で
約
束
さ
れ
た
よ
う

に
、
地
球
上
の
生
物
多
様
性
の
損
失
を
食
い
止
め
る

た
め
の
主
要
施
策
と
し
て
も
国
立
公
園
な
ど
保
護
地

域
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

N
P FORU

M

第
６
号
は
、
わ
が
国
唯
一
の
国

立
公
園
・
保
護
地
域
専
門
研
究
誌
で
す
。
所
員
や

客
員
教
授
の
皆
様
か
ら
投
稿
さ
れ
た
好
論
文
や
雑

誌
連
載
記
事
、
事
業
報
告
等
を
掲
載
し
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
む
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
紀
要

第
3
号

　
本
紀
要
第
3
号
で
は
、
4
本
の
論
文
と
2
本
の

研
究
ノ
ー
ト
及
び
研
究
所
の
活
動
報
告
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
、
現
任
保
育
者
の
育
成

や
、
保
育
士
・
教
員
養
成
校
に
お
け
る
授
業
や
実

習
な
ど
の
教
授
活
動
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
に
関
わ
る
現
任
者
研
修
と
い
っ
た
領
域
に
つ
い

て
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
各
々
の
教
員
の

実
践
と
密
着
し
た
先
駆
的
な
研
究
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
研
究
所
の
活
動
報
告
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
し
て
、
公
開
講
座
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
た
経
緯
と
、
開
催
内
容
及
び
一
般
参
加
者

の
方
々
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
ま
と

め
て
い
ま
す
。

博
物
館
学
芸
員
資
格
取
得
養
成
課
程
年
報

第
13
号

　
本
養
成
課
程
で
は
、
学
生
の
博
物
館
と
関
わ
る

時
間
を
確
保
す
る
た
め
と
博
物
館
の
実
際
の
活
動

を
学
習
す
る
た
め
、
博
物
館
見
学
や
博
物
館
で
の

実
務
実
習
に
加
え
、
企
画
か
ら
展
示
広
報
に
い
た

る
ま
で
の
学
芸
員
と
し
て
の
活
動
を
体
験
で
き
る

よ
う
に
学
園
祭
で
企
画
展
示
を
課
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
突
入
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
変
異
株
の
流
行
に

よ
り
学
外
で
の
実
務
実
習
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
第
13
号
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
実
施
で
き

た
活
動
を
学
生
が
作
成
し
た
報
告
書
と
指
導
教

員
の
研
究
ノ
ー
ト
と
い
う
形
で
斎
藤
茂
吉
の
書
簡

（
初
公
開
）
翻
刻
を
成
果
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

江
戸
川
大
学
心
理
相
談
セ
ン
タ
ー
紀
要

　第
３
号

　
本
紀
要
第
3
号
は
、
特
別
寄
稿
論
文
２
編
、

心
理
的
支
援
法
の
紹
介
に
関
す
る
論
文
２
編
、

２
０
２
１
年
度
活
動
報
告
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
予
防
対
策
に
つ
い
て
の
報
告
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
別
寄
稿
で
は
、
地
域
の
現
状
と
心
理

的
支
援
に
関
す
る
論
文
「
地
域
に
お
け
る
非
行
防

止
活
動
の
課
題
と
大
学
の
役
割
︱
流
山
市
に
お

け
る
実
践
を
通
し
て
︱
」、「
コ
ロ
ナ
禍
の
市
民
生

活
の
現
状
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地

域
に
開
か
れ
た
心
理
相
談
機
関
と
し
て
、
地
域
の

方
々
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

図
書
館
報
エ
ウ
レ
カ
　
第
49
号

　
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は

あ
っ
た
も
の
の
、
昨
年
度
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

は
徹
底
し
た
感
染
対
策
と
共
に
徐
々
に
復
活

し
、
今
号
で
は
規
模
を
縮
小
し
た
図
書
館
イ
ベ

ン
ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
紹
介
、
多

読
賞
等
の
ご
報
告
が
か
な
い
、
先
生
や
職
員
の

方
々
か
ら
は
学
生
時
代
に
読
ん
で
お
き
た
い
お

す
す
め
の
本
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感

染
症
の
次
に
は
ロ
シ
ア
の
侵
略
戦
争
、
と
い
う

暗
い
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
読
書
に
没
入

す
る
こ
と
で
ほ
ん
の
少
し
で
も
明
る
い
気
分
に

な
れ
る
よ
う
に
、
寄
稿
者
の
皆
様
か
ら
大
き
な

力
を
分
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
第
49
号

で
す
。

紀要等の発行

(A)観光事業者・
⾏政・地元関係
者・顧客等への
ヒアリング調
査・データ分析

(B)財務分
析・経営戦
略分析によ
る事業評価

(D)継続的な事
業改善（PDCA
サイクルの実
施）の議論と
「連携パス」の
開発・体系化

(C)ステー
クホルダー
との共有

図1 本研究の全体イメージ

PT①：観光施設の設
置または誘致

PT②：イベント列
⾞・臨時バスの運⾏

財務分析
・実績値
・⽬標値

経営戦略分析
・実績値
・⽬標値

評価対象の特定 事業評価の実施

住⺠
・参加率実績値・⽬標値

観光事業者
・連携事業実績値・⽬標値

⾏政
・税収実績値・⽬標値

市⺠団体
・活動実績値・⽬標値

地域のステークホ
ルダーとの共有

観光振興にお
けるステーク
ホルダーの役
割を明記

観光振興プロジェクト(PT)の地域連携パス

ステークホルダー間で
実績値と⽬標値につい
て議論し、改善案を策
定・実施


